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今
年
度
に
な
り
、
に
わ
か
に
計
画
が
示
さ
れ
た
学
園
構
想
。
市
教
委
や
行
政
関
係
者
は
、
も
う

何
年
も
前
か
ら
相
談
、
計
画
し
て
き
た
こ
と
だ
と
言
う
の
で
し
ょ
う
。
は
た
し
て
学
校
関
係
者
の

私
た
ち
教
職
員
で
さ
え
突
然
の
感
を
否
め
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
、
今
出
さ
れ
て
い
る
学
園
構
想
案

を
簡
単
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
大
き
な
問
題
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

計
画
で
は
、
令
和
三
年
度

に
は
蒲
生
二
小
の
敷
地
に
プ

レ
ハ
ブ
校
舎
を
建
て
、
四
年

度
に
は
蒲
生
小
と
蒲
生
二
小

を
合
併
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
を
ど

れ
だ
け
の
市
民
が
知
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

支
持
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。市

民
の
憲
法
と
で
も
い
え

る
「
越
谷
市
自
治
基
本
条

例
」
で
は
、
市
政
を
進
め
る

に
あ
た
っ
て
、
「
市
民
の
参

加
を
基
本
」
と
す
る
と
謳
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
で
も
市
民

参
加
と
い
う
の
で
し
ょ
う

か
。市

教
委
の
説
明
で
は
、

「
七
月
一
日
現
在
、
市
の

P
T
A
連
合
会
の
会
長
、
連

合
自
治
会
の
会
長
、
該
当
校

の
P
T
A
会
長
、
該
当
校
の

教
職
員
に
は
説
明
済
み
。
こ

れ
か
ら
自
治
会
長
に
説
明
。

ま
た
、
現
在
学
校
に
関
わ
る

人
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
意
見

交
換
会
を
進
め
て
い
る
。
そ

れ
が
終
わ
っ
た
ら
地
域
説
明

に
進
む
予
定
。
」
と
の
こ
と

で
し
た
。

情
も
あ
り
ま
す
。

現
在
３
つ
の
学
園
構
想
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
、
少
し

ず
つ
違
い
が
あ
り
ま
す
。

①
蒲
生
学
園

現
在
の
蒲
生
小
と
蒲
生
二
小

の
敷
地
に
両
校
を
統
合
し
た
小

学
校
を
作
り
、
同
じ
敷
地
に
中

学
校
も
作
り
ま
す
。
小
学
校
と

中
学
校
を
渡
り
廊
下
で
結
び
ま

す
。
別
棟
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
形
の
上
で
は
小
中
一
体
型

一
貫
校
と
言
え
ま
す
。
蒲
生
南

小
は
そ
の
ま
ま
残
り
、
進
学
は

ま
た
（
仮
）
川
柳
小
学
校

は
、
１
～
4
年
生
と
5
・
6
年

生
は
別
校
舎
に
な
り
ま
す
。
歩

い
て
5
分
く
ら
い
の
距
離
で
す

が
、
授
業
時
間
で
の
職
員
の
行

き
来
は
あ
る
の
か
。
ど
ち
ら
か

の
校
舎
に
校
長
が
、
も
う
一
方

に
教
頭
が
行
く
の
か
。
子
ど
も

同
士
は
行
き
来
を
す
る
の
か
。

一
つ
の
学
校
と
し
て
の
一
体
感

は
で
き
る
の
か
。
今
ま
で
小
学

校
で
培
っ
て
き
た
異
年
齢
集
団

と
し
て
の
小
学
校
文
化
が
全
く

破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
心
配
で
す
。
5
・
6
年
生

に
リ
ー
ダ
ー
性
が
育
た
な
い
こ

と
は
、
広
く
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
（
仮
）
川
柳
中
と

（
仮
）
川
柳
小
・
高
は
、
校

庭
、
体
育
館
や
プ
ー
ル
を
共
有

す
る
計
画
で
す
。
授
業
や
行
事

で
の
使
用
に
は
、
毎
回
両
校
の

調
整
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
で
不
都
合
は
な
い
の
か
。

プ
ー
ル
の
深
さ
は
ど
う
な
る
の

か
。
心
配
が
尽
き
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
大
規
模
収
容
施
設

は
、
あ
り
え
ま
せ
ん
。
特
に

コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
は
。

■
蒲
生
学
園

小1536

人

（
う
ち
蒲
生
南
小546

人
）

中675
人

■
川
柳
学
園

小1518

人

中354

人

■
明
正
学
園

小1016

人

中416

人

現
在
市
内
で
最
も
大
き
い
大

相
模
小
学
校
は
、995

名
31
学

級
（
特
支
２
）
で
す
。
３
学

園
の
各
小
学
校
の
児
童
数

は
、
蒲
生
南
小
以
外
は
、
こ

の
大
相
模
小
学
校
同
等
以
上

で
す
。
（
仮
）
蒲
生
小
は
５

階
建
て
で
す
。990

名
収
容
。

（
仮
）
川
柳
小
は1518

名

で
、
学
年
７
～
８
学
級
に
な

り
ま
す
。
現
川
柳
小
は
、
現

在692

名
、
あ
と
数
年
で
パ
ン

ク
状
態
で
プ
レ
ハ
ブ
を
さ
ら

に
増
設
す
る
予
定
で
す
。
体

育
館
は
そ
の
ま
ま
。
１
～
4

年
生
だ
け
と
は
い
え
、
と
て

も1082

名
の
児
童
は
収
容
し

き
れ
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
小
中
一
貫
教
育
で

何
が
変
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
確
か
に
教
員
同
士
の
交
流

は
進
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
教

育
内
容
、
実
践
に
ど
れ
ほ
ど
の

効
果
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

小
中
の
一
貫
し
た
指
導
が
求
め

ら
れ
、
形
ば
か
り
そ
ろ
え
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
や
や
も
す
れ
ば
、

小
1
と
中
3
に
同
じ
指
導
を
し

（
仮
）
蒲
生
中
に
な
り
ま

す
。

②
川
柳
学
園

現
在
の
川
柳
小
の
校
舎

は
、
１
～
4
年
生
が
通
う

（
仮
）
川
柳
小
・
低
と
な
り

ま
す
。
5
～
6
年
生
は
現
在

の
南
中
の
敷
地
に
新
校
舎
を

作
り
、
（
仮
）
川
柳
小
・
高

と
な
り
ま
す
。
南
中
の
校
舎

は
そ
の
ま
ま
残
し
、
（
仮
）

川
柳
中
と
な
り
ま
す
。

③
明
正
学
園

現
在
の
明
正
小
と
光
陽
中

は
そ
の
ま
ま
残
り
ま
す
。
明

正
小
の
子
ど
も
は
今
と
変
わ

ら
ず
全
員
光
陽
中
に
進
学
し

ま
す
。
現
在
蒲
生
小
か
ら
光

陽
中
に
進
学
し
て
い
る
子

は
、
令
和
四
年
度
の
卒
業
生

か
ら
は
現
南
中
に
進
学
し
ま

す
。
ま
た
、
現
在
川
柳
小
か

ら
光
陽
中
に
進
学
し
て
い
る

子
た
ち
は
、
令
和
七
年
度
の

卒
業
生
か
ら
は
（
仮
）
川
柳

中
に
進
学
し
ま
す
。

そ
も
そ
も
学
園
構
想
は
ど

の
よ
う
に
生
ま
れ
て
き
た
も

の
で
し
ょ
う
か
。
形
式
的
に

は
「
更
な
る
小
中
一
貫
教
育

の
推
進
」
と
言
っ
て
い
ま
す

が
、
「
こ
れ
ほ
ど
中
身
を

語
っ
て
い
な
い
計
画
を
見
た

こ
と
が
な
い
」
（
大
学
教

授
）
と
い
う
も
の
で
す
。
実

際
の
と
こ
ろ
は
、
パ
ン
ク
寸

前
の
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
地
区
の

児
童
生
徒
を
押
し
込
め
る
学

校
づ
く
り
、
学
区
づ
く
り
に

他
な
り
ま
せ
ん
。
全
国
的
に

進
め
ら
れ
て
い
る
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
で
は
、
公

共
施
設
を
減
ら
し
て
い
く
動

き
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
事

て
し
ま
う
危
険
す
ら
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
小
学
校

は
児
童
期
の
安
心
・
安
全
の
教

育
が
求
め
ら
れ
、
中
学
校
は
思

春
期
を
乗
り
越
え
る
教
育
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
最
近
、
中
１

ギ
ャ
ッ
プ
は
、
教
育
的
・
科
学

的
な
根
拠
が
な
い
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
、
小
中
一
貫
校
推
進

の
人
た
ち
も
も
う
言
わ
な
く

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

市
教
委
作
成
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
は
、
八
月
下
旬
に
情
報
公

開
と
あ
り
ま
す
。
本
当
に
市
民

の
声
を
聞
く
気
が
あ
る
の
な

ら
、
早
く
情
報
を
開
示
し
、
意

見
を
広
く
集
め
、
そ
の
中
か
ら

一
致
点
を
見
出
し
て
い
く
し
か

な
い
で
し
ょ
う
。
市
政
、
市
教

委
に
「
越
谷
市
自
治
基
本
条

例
」
の
立
場
を
堅
持
す
る
の

か
、
絵
に
描
い
た
餅
に
す
る
の

か
問
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。


